
（ 1 ） 市報 た か は ぎ （ 1月号〕

市報 llllllllll'''''''｡，｡｡・第165号

4911月々

萌 発行と編集蕊i職嚥驫
高萩市本町1-100（電話） 3－2111

あ
け
ま
し
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お
め
で
と
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ざ
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こ
の
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が
み
な
さ
ま
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も
ま
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せ
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（2）ぎは市報 た か（1月号）
一

1蝉漣
報氏

IIII""

輝
か
し
い
昭
和
四
十
九
年
の
る
若
人
に
、
新
生
高
萩
の
心
意
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

初
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
初
春
気
を
示
す
意
義
深
い
年
で
も
あ
数
多
く
の
問
題
を
か
か
え
て
お
い
ま
、
資
源
問
題
、
環
境
間

の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
り
ま
す
。
り
ま
す
。
題
な
ど
を
中
心
と
す
る
さ
ま
ざ

す
。
い
ま
、
高
萩
市
は
「
生
活
を
こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
ま
な
社
会
現
象
は
、
わ
た
く
し

日
ご
ろ
市
民
の
皆
様
の
た
ゆ
快
適
に
す
る
社
会
開
発
」
「
人
わ
た
く
し
は
決
意
を
新
た
に
し
共
に
深
い
反
省
を
求
め
て
お
り

柔
な
い
ご
努
力
と
市
政
に
対
す
間
愛
，
一
江
は
ぐ
く
む
人
、
つ
く
り
」
て
、
多
く
の
先
人
の
努
力
に
つ
ま
す
。

る
ご
協
力
に
さ
さ
え
ら
れ
、
市
を
目
標
と
し
た
総
合
振
興
計
画
１
つ
か
わ
れ
た
郷
士
の
伝
統
と
、
わ
た
く
し
は
、
市
民
の
皆
様

と
共
に
人
間
の
ほ
ん
と
う
の
豊

新
し
い
地
方
都
市
に

高
萩
市
長
鈴
木
藤
太

勢
が
着
実
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
に
よ
り
、
住
朶
よ
い
ま
ち
づ
く
先
年
来
す
す
め
ら
れ
て
き
た
新
た
い
と
存
じ
ま
す
。

こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま
せ
ん
り
を
す
す
め
て
お
り
ま
す
が
、
し
い
地
方
都
市
の
基
盤
づ
く
り
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

特
に
、
本
年
は
市
制
施
行
二
教
育
施
設
の
改
善
、
生
活
環
境
の
上
に
立
っ
て
、
こ
れ
ら
の
諾
上
げ
新
年
の
祝
詞
と
い
た
し
ま

十
周
年
に
あ
た
る
と
と
も
に
、
の
整
備
、
福
祉
対
策
の
充
実
、
問
題
と
積
極
的
に
と
り
く
象
、
す
。

雛
二
十
九
同
国
民
体
育
大
会
が
間
工
業
農
林
業
の
近
代
化
な
市
民
の
英
知
と
努
力
に
さ
さ
え
１
，
１

開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
参
集
す
ど
、
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
ら
れ
て
、
発
展
の
実
を
あ
げ
て

昭
和
四
十
九
年
の
希
望
と
輝
特
段
の
言
」
指
導
と
ご
鞭
達
を
賜
着
女
と
実
を
結
び
「
明
る
く
住
ま
ご
こ
ろ
茨
城
国
体
な
ど
重
要

き
に
満
ち
た
新
春
を
迎
え
、
三
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
染
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
ざ
な
問
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す

万
市
民
の
皆
様
と
共
に
心
か
ら
げ
ま
す
。
し
て
大
き
く
生
ま
れ
変
わ
ろ
う
わ
た
く
し
共
議
会
は
、
さ
ら

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
高
萩
市
は
、
今
や
記
念
す
べ
と
し
て
お
り
ま
す
。
に
さ
ら
に
心
を
新
た
に
し
て
常

わ
た
く
し
は
、
昨
年
十
二
月
き
市
制
二
十
周
年
を
迎
え
、
多
し
か
し
な
が
ら
、
石
油
危
機
に
市
民
の
皆
様
の
立
場
に
立
つ

の
議
長
改
選
に
際
し
絶
大
な
る
年
に
わ
た
り
幾
多
の
事
業
逐
行
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
界
の
異
て
、
議
会
人
本
来
の
任
務
を
果

し
て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す

蓉
蕊

明
る
く
住
み
よ
い
市
民
の
期
待
す
る
議
会
の
運
営

ま
ち
づ
く
、
リ
を
灸
今
後
の
一
喜
葹
策
を
驚
的

高
萩
市
議
会
議
長
阿
部
正
寿

ご
支
援
を
賜
わ
り
、
議
長
の
重
に
努
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
し
状
な
る
混
迷
の
中
に
あ
っ
て
、
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま

責
を
に
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
民
待
望
の
花
貫
ダ
ム
の
高
萩
小
学
校
高
萩
中
学
校
の
改
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
皆

た
。
も
と
よ
り
経
験
未
熟
に
し
完
成
と
上
水
道
の
給
水
開
始
、
築
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
施
設
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上

て
そ
の
器
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
松
久
保
工
業
団
地
へ
の
進
出
企
の
充
実
、
山
村
地
域
の
開
発
促
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

せ
っ
か
く
の
ご
信
託
に
こ
た
え
業
の
操
業
開
始
、
お
よ
び
手
綱
進
、
農
業
経
営
の
安
定
、
下
水
と
い
た
し
ま
す
。

る
藍
誠
封
意
努
力
ぃ
寺
工
畜
地
豊
成
宮
磐
自
動
富
は
じ
め
と
す
星
糯
環
境
’
零
ｌ

所
存
で
あ
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
車
道
の
基
本
計
画
の
決
定
な
ど
の
整
備
、
さ
ら
に
は
水
と
緑
の
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（3） 市報 た ぎか は （1月号）

部
正
寿
氏
（
鮪
）
上
手
綱
二
八

都
市
計
画
用
途
地
域
が
決
定

○
二
、
副
議
長
に
石
安
太
郎
氏

（
弱
）
春
日
町
二
の
二
五
が
そ

れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
か
ね
て
よ
り
検
討
中
で
し
た
の
さ
い
、
お
ま
ち
が
い
の
な
い

ま
た
、
各
常
任
委
員
、
議
会
都
市
計
画
用
途
地
域
と
都
市
計
ょ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

運
営
委
員
に
つ
い
て
も
次
の
と
画
道
路
が
、
去
る
十
二
月
十
八
用
途
地
域
な
ど
く
わ
し
い
こ

お
り
改
選
さ
れ
ま
し
た
日
茨
城
県
都
市
計
画
地
方
審
議
と
に
つ
い
て
は
、
市
都
市
計
画

◎
印
委
員
長
、
○
印
副
委
員
会
の
議
を
経
て
、
十
二
月
二
十
課
（
電
話
三
’
一
二
二
内
線

長
（
敬
称
略
）
日
告
示
を
も
っ
て
決
定
し
ま
し
二
六
七
番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ

総
務
委
員
会
た
。
さ
い
。

◎
北
畠
暢
男
○
篠
原
新
一
郎
今
後
、
建
築
確
認
申
請
な
ど

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

経
済
委
員
会

第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
市
議
会
で

◎
柵
谷
立
夫
○
大
部
昭
雄

議
長
に
阿
部
正
寿
氏
大
禦
委
蕊
嫌
鈴
木
藤
雄

副
議
長
に
は
石
安
太
郎
氏
◎
小
山
政
男
○
飯
田
邦
昭

大
久
保
清
鈴
木
茂
鈴
木
一

第
四
回
（
十
二
月
）
定
例
市
石
安
太
郎
鈴
木
朝
記
大
和
二
鈴
木
好
之

議
会
は
、
十
二
月
十
七
日
か
ら
田
知
之
吉
田
秀
吉
議
会
運
営
委
員
会

二
十
四
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
文
教
厚
生
委
員
会
◎
吉
田
秀
吉
○
大
和
田
知
之

が
、
議
会
申
し
合
せ
に
よ
る
正
◎
寺
岡
七
郎
○
佐
川
安
応
鈴
木
好
之
鈴
木
三
一
大
部

副
議
長
の
任
期
満
了
に
伴
な
い
大
高
省
一
二
近
藤
孝
一
佐
藤
蕪
根
本
栄
佐
藤
隆
一
佐

川
安
応

改
選
が
行
な
わ
れ
、
議
長
に
阿
隆
一

不用品の交換会 三
三

資源の愛護と節約が叫ばれているおりから、家庭三
胃＝

内にある不用品を利用しようと、 12月12日市中央公三
民館で「不用品交換会」が開かれました。 ＝
これは、市婦人団体連絡会主催によるもので、家三

宅＝

庭用品、衣類のほかじやがいもなど農作物、約500三
三

点が出品され、市価の4～5割引きの値段で取り引き二
三

されたいへん盛況でした。 三
臣二

このため、会ではこの催しを年2回以上開きたし、 三
と、その計画をしてし､ます。 三

住
宅
用
地
の
申
告

昭
和
粥
年
１
月
２
日
か
ら
哩

月
釧
日
ま
で
に
次
の
こ
と
に
該

当
す
る
者
は
、
昭
和
鯛
年
１
月

弧
日
ま
で
に
固
定
資
産
税
に
係

る
住
宅
用
地
の
申
請
書
を
、
市

税
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

く
わ
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は

市
税
務
課
固
定
資
産
税
係
（
電

話
三
’
一
二
一
一
内
線
二
一
五

番
）
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

①
住
宅
（
専
用
住
宅
、
併
用
住

宅
、
ア
パ
ー
‐
ト
な
ど
）
の
新

築
、
ま
た
は
滅
失
し
た
者

②
地
目
変
更
し
た
者
（
宅
地
か

ら
宅
地
以
外
の
地
目
に
、
ま

た
は
宅
地
以
外
の
地
目
か
ら

宅
地
に
し
た
と
き
）

危
険
物
取
扱
者
の

保
安
講
習
会

◎
講
習
会
の
対
象
者

①
甲
種
お
よ
び
乙
種
危
険
物
取

扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
で
、
危
険
物
製
造
所

貯
蔵
所
ま
た
は
取
扱
所
に
お

い
て
危
険
物
の
取
扱
作
業
に

従
事
し
て
い
る
者

②
甲
種
お
よ
び
乙
種
危
険
物
取

扱
者
免
状
の
交
付
を
受
け
て

い
る
者
で
、
現
に
危
険
物
取

扱
作
業
に
従
事
し
て
い
な
い

が
受
講
を
希
望
す
る
者

◎
講
習
日

昭
和
幅
年
１
月
露
日

◎
講
習
会
場

高
萩
市
中
央
公
民
館

◎
受
付
期
間

お
心
ら
ぜ

昭
和
蛸
年
１
月
８
日
－
酪
日

◎
受
付
先
高
萩
市
消
防
本
部

◎
資
料
講
習
会
場
で
テ
キ
ス

ト
を
配
付
す
る

◎
受
講
料

八
百
円
（
県
収
入
証
紙
）

◎
そ
の
他
講
習
日
の
受
付
け

は
、
午
前
８
時
か
ら
８
時
鋤

分
ま
で
に
受
付
け
を
し
な
い

場
合
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。

ウ
イ
ン
タ
ー
・
ス
ポ
ー
ツ

教
室
の
開
設

市
民
の
体
力
つ
く
り
と
ス
ポ

ー
ツ
振
興
の
た
め
、
次
の
よ
う

な
教
室
を
開
き
ま
す
か
ら
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
っ
た

ら
締
め
切
り
ま
す
。

申
し
込
み
問
い
合
せ
は
、
市

教
育
委
員
会
（
電
話
三
’
一
一

二
五
番
）
へ
ど
う
ぞ
。

○
ス
ケ
ー
ト
教
室

と
き
１
月
四
日
・
坊
日
（
土
）

と
こ
ろ
十
王
ス
ケ
ー
ト
場

負
担
金
三
百
円

資
格
小
学
五
年
生
以
上
・
一

般
・
勤
労
青
少
年

募
集
人
員
七
十
人

受
け
付
け
１
月
、
日
ｌ
Ⅳ
日

○
ス
キ
！
教
室

と
き
２
月
３
．
４
．
５
日

と
こ
ろ
猪
苗
代
ス
キ
ー
場

負
担
金
六
千
五
百
円

資
格
初
心
者
対
象
、
一
般
勤

労
青
少
年

募
集
人
員
四
十
五
人

受
け
付
け
１
月
、
日
ｌ
溺
日

○
親
子
ス
キ
ー
教
室

と
き
２
月
、
．
ｎ
日

と
こ
ろ
沼
尻
ス
キ
ー
場

薩
鼬
納
税

一
国
民
健
康
保
険
税

綴

ｆ

、

、

‐

ノ

ー

も

‐

ｊ

〃

ｒ

‐

、

ノ

ー

、

‐

ｊ

１

、

Ｊ

イ

ー

、

ノ

ｆ

、

ノ

イ

Ｉ

負
担
金
五
千
円
（
親
子
共
）

資
格
親
子

募
集
人
員
四
十
五
人

受
け
付
け
１
月
、
日
１
２
月

２
日

※
ス
キ
ー
の
な
い
方
に
は
主
催

者
で
用
意
し
ま
す
。
た
だ
し
、

子
ど
も
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

た
こ
あ
げ
注
意

国
鉄
の
架
線
は
２
万
ボ
ル
ト

た
こ
が
か
か
る
と
感
電
し
ま
す

沿
線
で
は
あ
げ
な
い
よ
う
に
。

（
国
鉄
高
萩
電
力
支
区
長
）

柏
年
度
建
設
業
者
の

経
営
の
審
査
申
請

こ
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
次

の
日
程
で
受
付
け
事
務
を
行
な

い
ま
す
。
県
、
市
町
村
発
注
の

公
共
工
事
の
指
名
競
争
入
札
に

参
加
を
希
望
す
る
建
設
業
者
は

も
れ
な
く
こ
の
審
査
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
受
付
け
事
務
の

さ
い
、
昭
和
四
十
九
年
度
の
県

建
設
工
事
の
指
名
競
争
入
札
参

加
資
格
申
請
書
も
受
付
け
ま
す

用
紙
は
、
社
団
法
人
茨
城
県

建
設
業
協
会
（
水
戸
市
大
工
町

３
丁
目
１
番
塑
号
）
お
よ
び
各

支
部
で
実
費
配
付
し
て
い
ま
す

○
受
付
月
日

昭
和
鉛
年
１
月
副
日

○
受
付
場
所
建
設
業
協
会
高

萩
支
部
事
務
所

○
受
付
地
域
（
建
設
業
者
の
本

店
所
在
地
に
よ
る
）

高
萩
・
北
茨
城
市
・
多
賀
郡

四四

期期

－719－



（4）市報 た か は
舎浄

さ〔1月号）
一

私立同仁東保育所3歳末満児

3歳以上児

私立聖徳保育所 3歳末満児

3歳以上児

人
人
人
人

８
２
２
８

１
７
１
４

に鑿禦簾I曹．
今春4月、小学校へ入学されるお子さ

んの健康診断が、次の日程で各小学校で

行なわれます。 この健康診断は、入学予

定者の健康状態を承て適正な就学を図る

ことを目的としていますので、入学該当

者はもれなく受診してください。

診断の日程と内容についての通知は、

昨年12月1日現在の住民登録台帳で調査

し、該当者に発送しましたが、通知が届

いていない方は市教育委員会学務課へお

問い合せください。

健康診断の日程

横川小学校 1月22日午後1時30分

下君田小学校1月22日午後2時

上君田小学校1月22日午後2時30分

高萩小学校 1月24日午後1時30分

松岡小学校1月29日 〃

東小学校 1月30日 〃

秋山小学校 1月31日 〃

「燃え蕊､蕊?収集日司
一（1 ．2月)-

11月号に掲載した1月の収集日が、次
を募集します。入所できる方は、市内に

のように変更になりましたので、ゴミの
住んでいて家庭の事情で保育ができない

持ち出しに注意してください。
お子さんです・・

入所希望する方に､市福祉事務所で申 地 域 別 ’ 1月12月
請書をお渡ししますから、前年度課税状

況証明書（市税務課発行）を添えて市福 秋山、島名、北方 5．21 1．16

祉事務所へ申し込んでください。 大能、中戸川、福平、若栗4．19 2．18

くわしいことは、市福祉事務所（電話 上君田、下君田、横川 7.19 4.18

3-2111内線285番）にお問い合せくださ 高浜町、束本町 9.23 6.201

い。 有明町、肥前町 10.247.21

。受付け期間 1月25日午前8時30分から 12.26 9.231
｜謡Ⅱ譽巳町､犬和HIT 11･2…，2月9日正午まで

津犀右憩幣癩俺 Ⅲ4.28'3.2‘◎募集人員

市立高萩保育所 3歳以上児 60人
上手綱、下手綱、赤浜 16.3012.27

市立秋山保育所 3歳末満児 6人

3歳以上児 64人

ジ//ﾉﾉ〃〃ﾉ/〃〃〃ﾉ〃/ﾉ/ﾉ〃〃/〃〃ﾉ〃ﾉ〃〃〃ﾉ〃／〃〃〃〃〃〃ﾉ〃〃〃〃〃〃〃〃〃ﾉ〃〃〃〃〃γ〃〃〃〃〃ﾉ〃〃ﾉ〃〃〃〃〃〃〃ｿ〃〃ﾉ〃ｿﾉ〃〃〃〃淵

″セ

グ

に駕耀を募集」
市立幼稚園

市立幼稚園の園児を募集します。入園

できるのは、昭和43年4月2日から44年4

月1日までに生まれたお子さんで、市内

に住んでいる方に限ります。

なお、石河原、行人塚地区の方は第一

幼稚園になります。

入園を希望する方は1月28日から各幼

稚園で入園願吉をお渡ししますので、住

民票謄本1通を添えて期限に遅れないよ

う各幼稚園へお申し込糸ください。

くわしいことは、市教育委員会学務課

（電話3-1125）または、直接各幼稚園

にお問い合せください。

◎願書受付期間2月1日午前9時から2

月8日午後4時まで

◎募集人員第1幼稚園 120人

東幼稚園 80人

松岡幼稚園 40人
秋山幼稚園 40人

保育所

ことしの四月、保育所に入るお子さん

､ Ⅱ1 ,"' 11'･‘ ''1 .' ' ' 1'"‘Ⅱ1， . '' 1 1 '‘罰' 11, '''｣' ,･･ ' 1' ' ‘ ‘' 11' ！ '' 111 ,'‘ I ' ',｡･'11 '， ‘ '11 ' '･' ' 1 1' .↑ ' 11 ‘｡.‘ ' 1'1 ‘ '''1 ･皇
夛

市の人口と世帯数 二
三

舅

； 二
皇 12月1日現在 前月比 三

男 人口 30．229人 （増33) F
言

＝ 男 14． 850人("11)=
ミ ＝
弓 女 15．379人（増44） さ

＝
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ミ腫篭喋誌澱噸鷺震
§んが、いつでもどこでも愛唱できる市民
ミ

ミの歌、市民おどりの主題歌を制定するた
、

ﾐめ､その歌詞を募集しますのでふるって
§応募してください。

ミ な鐙､作詞にあたっては次のことがら
、

ミにご配慮ください。
、

ミ◎市民の歌

ミ ◇高萩市の歴史､現状､さらに末来に
ミ 願うもの

ミ ◇子どもから老人まで､楽しく明るく
ミ 歌えるホームソング調もの
ミ ◇歌詞は3番まで、 1行は6桁以内に
ミ ◇作品は自作で未発表のもの
、
、

ミ◎市民のおどり主題歌
、

ミ ◇高萩まつりのとき､新しく振付けし
ミ て楽しく歌いおどれるもの(例音
ミ 頭、はやし、節など形式自由）
、

ミ ◇歌の文句は、 7775調、または77777
、

ミ 5調のもの（ハヤシ言葉をつけても
、
、

ミ よい）

ミ ◇歌詞は5番まで
、

ミ (応募方法）
ミレ応募資格市内在住または在勤の方
、

や
”ﾉﾉﾉ//ﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉ〃///ﾉﾉﾉ〃///〃ﾉﾉﾉ〃//ﾉﾉﾉﾉﾉ〃/〃/ﾉﾉﾉﾉ〃//〃ﾉﾉﾉ〃ﾉﾉﾉﾉ‘〃/ﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉﾉ

し応募用紙 400字詰原稿用紙を用い、 ミ
、

’編ごとにとじること。なミ
お、末尾に住所（勤務先） ミ

氏名(ふりがなをつける） ミ
職業、生年月日、性別を明ミ

ミ
記のこと ミ

、

伝使用文字当用漢字、現代かな使いをミ
、

原則とし、難読の文字にはミ

ふりがなをつけ､かい書でミ
書き縦書きとする 、ミ

ミ
レ応募先高萩市役所商工課 こ

ぐ

し締め切り 昭和49年2月28日（当日消ミ
印のもの有効） ミ

レ審 査地元審査員と専門家(米山ミ
正夫。山路進一・森菊蔵先ミ

、

｜
’

｜

’

生） ミ

レ入選蕊表甫報､新聞魔どで蕊表するミ
とともに、市制20周年式典ミ

ミで表彰する
ミ

レ賞 金入選各3点（2万円） ミ
佳作各'0点（3千円） ミ

、

し版 椎入選作品の版権は、高萩市ミ
ミ

に所属する
ミ

レその他入選作品は補作することがミ
あります。応募作品の返却§
はいたしません ミ

ミ
や
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